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論文審査要旨（600～700 文字） 

本研究は、めっき液の飛散がなく、環境にやさしい電解液吸引工具を用い、局部的な

電解めっき膜の積層特性を明らかにすることを目的とする。 

電解めっきは、めっき液中の工作物に電流を流すことで、電気化学的に工作物表面に

熱影響層のない、滑らかな表面を有する金属薄膜を形成させる技術である。従来の電解

めっき法では、工作物をめっき液に浸漬するため、めっき液と工作物の接触面全体がめ

っきされる。局部的なめっきを行う場合、マスキング処理や不要な金属薄膜の除去工程

が必要であるため、生産性とコストに問題がある。本研究では、めっき液を工具の先端

部に限定できる電解液吸引工具を利用し、マスクレスで局部的なめっき膜を積層する方

法を提案し、実験および解析により有効性を検証した。具体的には、局部電解めっきに

よる積層造形に適した電解液吸引工具を設計・製作し、電解液吸引工具底面と工作物表

面の距離や電流値がめっき特性に及ぼす影響を明らかにした。また、めっき液の流れを

考慮し、めっき膜の形成過程を有限要素法により解析し、実験結果との比較により、成

膜の理論的妥当性を検証した。さらに、電解めっき中の電極消耗を低減するため、電極

材料の影響を調べ、CFRP 電極の利用を提案した。最後に、電解液吸引工具を用いた積層

の高さ限界を調査し、めっき膜表面における突起の拡大により、積層高さの限界が 300 µm

であることを明らかにしている。 
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以上のように、本論文は多くの新しい知見を有すること、および論文の内容、構成、

公表論文数などから、本学位論文審査委員会は全員一致して本論文が博士(工学)の学位

論文として十分価値があるものと判断し、合格と判定した。 

 

審査経過（時系列） 

2021 年 9 月 16 日 2021 年 12 月博士後期課程修了に係る学位申請 

2021 年 10 月 6 日 審査委員の選出・指名・付議、論文審査委員の付託（運営委員会） 

2021 年 10 月 20 日 学位論文発表会（web 開催） 

2021 年 10 月 20 日 学位論文発表会（web 開催） 

2021 年 11 月 10 日 本専攻内における博士学位取得要件（平成 29 年度以降の入学） 

以下の 1)a または 1)b のいずれか、および 2) を満たしていること 

1)a 査読付き論文が3報以上採択されていること。それらのうち最低1報は定期刊行学術

雑誌に掲載された査読付き論文でなければならない、  

1)b 査読付き論文2報採択、3報目がreject以外の審査結果を受けていること。それらのう

ち最低1報は定期刊行学術雑誌に掲載された査読付き論文でなければならない  

2) 上記採択論文には、WoS論文1報以上と筆頭著者論文1報以上が含まれること」  

のうち、1)a と b および 2)を満たしていることを確認の上、専攻会議で論文合格及

び最終試験合格を承認した。 

「査読付き論文 5 報、（うち筆頭著者論文 5 報・WoS 論文 1 報・定期刊行学術雑誌

論文 4 報）」 

2021 年 12 月 1 日 学位授与認定・修了認定（運営委員会） 

 

 


